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電磁波解析のスタンダード機であった       
ＳＤＲ－ＩQ(ソフトウエアラジオ)とＳＲ－２０００Ａ 

 

右上がＩＱ２台で下がＡＯＲのＳＲ２００１Ａです。 

ＩＱは０～３０Ｍｈｚの電磁波をスペアナとして解析で
きます。ＡＲ２０００Aは２５～３０００Ｍｈｚのモニター 
用で、１０Ｍｈｚ帯域で監視ができます。 

１０Ｍｈｚ帯域でモニター可 



左が、ＨＦ帯の
全帯域モニター
画面 
 

丁度、落雷の信
号が入ったとこ
ろで、広がって
いる。 

右が６，０５５Ｋｈｚ
のＮＳＢを中心に
受信し音声を聞い
ているところです。 

 この帯域幅や受
信モードは可変で
きるので部分解析
など分析作業には
好都合です。 
 



ペルセウス機（右） 

下が０～４０Ｍｈｚモニター 
残念だが記録できない。 

上がオールモードの受信機部で 
１．６Ｍｈｚ幅の受信記録ができる。 



ＦＭ全バンド
モニターの
基本構成で
す。（アイコ
ムとＲＦス
ペース社） 

ＦＭ受信の基本セット 
ＩＣ－８５００とＳＤＲ－１４ 

（ＲＦスペース社） 



大分合同新聞 
 に、掲載され各 
種講演会にも 
出席しました。 



FM受信機の試作 
帯域幅が広いので 
音質が素晴らしい。         

右はHF・３．５Mhz用の電磁波雑音探し
に用意したARDF用の受信機です。 
 
左側の３素子装置は２M用のARDF 
受信機で、ほぼ５～１５度の方位で 
（範囲で）発信源に近づけます。 



ラジオ 
ロガー 
誕生！ 

ハムフェアーで北
海道ＳＤＲ研究会 
メンバーと、私が 
出会って、 

ラジオロガー構想
ができました。そし
て、実際に製品が
完成し、実験に
入ったのです。 
 素晴らしいのは、 

みんなの「今の観
測状況」が、どこに
いてもグラフ形式
で一目瞭然となる
事です。 



全局の、今の観測が 

どこにいても、グラフで
見られることは、最も 

先進的で素晴らしい。 

みんなで観測結果を 

確認できれば、間違い
ない。 

三人寄れば文殊の知恵
と言うが 

国東で始まった観測は
大分県ネットの完成で、 

今は九州地域をカバー
し始めている。 



ＦＭ放送（東西南北の４方局）を
受信し、電界強度を記録、サー
バーでグラフ化する。電磁波に
異常が出た方向を他局の結果
と照らし合わせれば震源方向
が自ずから解明され、その強
度で地震の規模が解ってくる。 

 



ＪＹＡＮ研究会の発足と研究活動 

左は、JA6HOR山崎さんでサーバーを担当して頑
張っています。 

左は、研究会のミーティングです。 
通常はメールで情報交換です。 



ＦＭ電磁波の前兆と観測グラフ例 



学会での発表ポイント（要旨） 
現象としては 

１ 地震前後に地表が電磁化され電磁誘導作用が起きる。 

２ 地震前後に地表が電磁化され上空も電磁誘導される。 

３ 地震によっては電磁波パルスが発射される。 

理由は 

 震度３～４以上の直下型地震を想定し次の理由を挙げる。 

（１）地震の震源近くでは異常に強い軋轢が発生している。 

（２）高軋轢になるとマイクロクラックや摩擦が生じる。 

（３）衝撃やマイクロクラックによって光や電磁波が生まれ 

   強力な摩擦等で圧電気や摩擦電気等が発生する。 

（４）電磁波や電磁気は地上まで電磁誘導等で伝わる。 

（５）電磁波や静電気は地表から空中へ放射される。 

（６）電磁気は、地表に帯電したり磁気として貯まる。 

（７）地上に貯まった電磁気は、地表の空気層などを、電磁 

   誘導しながら、上層まで伝わっていく。 

（８）地表の空気層は上空に行く程薄くなる為、クーロンの 

   法則によって距離の二乗に反比例するため、上層は 

   極端に電磁化度が減少する。 

（９）この傾斜型となった電磁荷帯を、電磁波が通過すると 

   屈折したり、電磁力の強い方に誘引されることとなる。 

（10）電磁波は地上方向にカーブし見通し外の電波を受信 

     することができる。 

  参考までに 地上数十メートルを通る電磁波は最も地表面

の影響を受け易いので地震の電磁的兆候を掴むには
最も適しています。 

 地震に係る電磁波観測を目的とした大分ネットでは、９局が  
ＦＭの３６チャンネルと短波帯やＦＭバンド等を観測した結果  
ＦＭ放送電波の伝搬は、気象変化等で揺らぎやすいが、地震 
が起きる前には電界強度が強くなったり、見通し外のＦＭ放送 
が良く受信できることが判った。（約半年～１年間受信） 

 なお、各局の異常レベル度で震度、異常ルートの重乗で場
所が判明し、発生日時は経験則によって概ね１週間から数日
以内を目標に研究しています。なお、Ｅスポはバンド全体モニ
ターで弁別は可能です。 
結 論 

 地震の前兆現象として地上を通過する電磁波が曲折したり
誘引されて伝搬ルートが地表方向に曲がったものと考えます。 
この原因として、地殻内部での強力な軋轢や摩擦によって発
生した電気や磁気が、地上に電磁界として現れ、地表から上
空へと、電磁誘導されて伝わることになりますが、この電磁誘
導作用はクーロンの法則に従って、距離の二乗に反比例して
減りますが、空気密度の減少もあって地表から離れるに従っ
て極端に減少する電磁界を形成します。この急傾斜型電磁界
を通過する電磁波は曲折作用と、電磁誘引作用で地上方向
にカーブするため、通常は受信できない電磁波が受信できた
り、電界強度が上がるものと予想しています。従って、地表の
電磁波伝搬を観測すれば地震の短期予知が可能であるとい
う事になります。 

 なお、今後は観測局数を増加させ、地震予報のための経験
則を積みながら、傾斜型電界の解明を行いたいと思います。 
次に 
地震は電磁波を誘引している。と予想しています。 根拠は 
１ 地震の前後には全般的に電磁波がよく受信できる。 
２ 地震の前後には見通し外の電磁波が受信できる。 
３ 地震の前と地震時に雑音パルスが受信される事がある。 
ただし、地震の（大きさ、震度、深さ）等に比例している。 



上はＳＤＲ－１４で１００Ｋｈｚ～３０Ｍｈｚ（定格）の受信機で
オールバンドを一括して受信と記録機能があります。また
スペアナ機能は１９０Ｋｈｚ幅で分解能が高性能である。 
下はＩＣ－８５００で２０００Ｍｈｚ迄の高帯域受信専用機 



ＦＭ放送の全バンドをモニターして記録中です。 
Ｅスポ現象は、スポット的に地域の放送が強く 
入感するので、場所が解ります。 



ＰＦＤ参照のこと 

• 観測結果をＰＤＦにしています。 


